
ニガウリの定植ニガウリの発芽ニガウリの発芽

タキイのニガウリ栽培マニュアルタキイのニガウリ栽培マニュアル

定植のポイント定植のポイント

ニガウリの定植

生育適温
18～28℃

ニガウリの定植苗

黒マルチ

株間100～150cm株間100～150cm

うね幅150cm

発芽した状態

9cmポット

ポリ鉢に直接タネを
まいて、そのまま育苗

本葉2枚のときに1本にする

　

ニガウリの種子

定植した苗

ニガウリの発芽

ニガウリの子づる

●ニガウリの種子は、種皮が硬
く厚いので、タネの先端を少
しカットすると発芽しやすく
なります。
●種子　　　　　　　は高温でもよく発芽し、
夏の高温条件下でも着果が
比較的容易です。ほかの果菜
類に比べて耐暑性が強いた
め、夏野菜として貴重な存在
になっています。

発芽適温　28～30℃ （高温性が強い）

ニガウリの育苗期間は１カ月程度なので、９㎝ポットにまいて育苗する
とよいでしょう。育苗の間、気温を昼は28～30℃、夜は18℃を目安に
管理しましょう。苗が徒長しやすいため、水のやりすぎに注意して、土の
表面が乾いたら、午前中にたっぷり潅水するようにしましょう。育苗用
の培土は「タキイたねまき培土」を利用するとよいでしょう。 定植は活着を促すために晴天の午前中に行います。ニガウリの仕立て

方はいろいろありますが、家庭菜園では本葉５～６枚で親づるを摘芯
して、子づる４～５本を伸ばすようにするとよいでしょう。

定植適期苗は…９㎝ポットの
場合は育苗日数約30日、本葉
3.5枚程度が定植適期です。
本葉が5枚以上になると根が
鉢に回りすぎて老化苗になり、
定植後の生育が悪くなるので
注意します。

定植の目安は、晩霜の心配がなく最低気温が１５℃以上になったころ
で、一般地のマルチ栽培では５月中下旬ごろになります。マルチは生
育初期の地温を高め、水分と肥料分を保持する働きがあるのでぜひ利
用するようにしましょう。

元肥は目安として10㎡当たり成分量で、チッソ150ｇ、リン
酸200ｇ、カリ150ｇ程度を施用します。ニガウリは栽培期間
が長いため、元肥に「野菜の充実肥料」などの緩効性肥料を利
用すると肥効が長く続き、草勢維持が期待できます。

施肥量

ぬるま湯に
一昼夜浸しておく

地温18℃を目標に定植する

深植えに注意して、根
鉢が隠れるぐらいに土
を寄せるとよいでしょう

生育が早いので、定植後す
ぐに支柱を立てて誘引の
準備をしておきましょう。

マルチをすると
地温が上がる

②力強い側枝を4～5本
残しほかは除去。どん
どん孫づるが出てく
るので、最初に側枝を
整理しておく。

①主枝には雌花が少な
いので定植後、新しい
葉が展葉したら、本葉
5～6枚残して摘芯す
る。

徒長していない

根がしっかり張っている

冷涼地

中間地

暖　地

作型 1月

：タネまき
：育苗期

：生育期
：定植×

：収穫期
：適宜播種可能

適期表記号説明3 4 5 6 7 8 9 10 11

タネの先端を
爪切りやペン
チなどで少し
カットする

一晩浸しておくと
発芽がそろいやすい

25

ニガウリのポット育苗 持が期待できます。
緩効性肥料を利用すると肥効が長く続き、草勢維



追肥と潅水

ニガウリの収穫ニガウリの収穫 ニガウリの種類と緑のカーテンニガウリの種類と緑のカーテン

ニガウリ誘引の例ニガウリ誘引の例

タキイのニガウリ栽培マニュアル

追肥と潅水 ニガウリの交配ニガウリの交配
ニガウリは受粉しないと着果しません。自然に虫が交配し着果します
が、実のつきが悪い場合（気温が低いころ、ハウス内、高層階のベラン
ダなど）は、午前中に人工交配するとよいでしょう。

仕立て方（整枝方法）仕立て方（整枝方法）
［誘引［誘引］ 地這栽培すると果実が傷むので、ネットによる立体栽培をす
るとよいでしょう。整枝 ついては放任栽培も可能ですが、親づるは本
葉5～6枚くらいで摘芯し、子づるを4～5本のばして誘引します。生育
が旺盛になると、つるが込みあって着果が悪くなり収穫が減少し、曲が
り果や淡 生も多くなります。込みあっているつるを摘みとり、
光線の入りをよくしてあげましょう。

●開花日から15～20日たち、果実
の肥大が止まったころが収穫適
期です。若くても十分利用できる
ので、果色の緑色または白色が鮮
やかなうちに、早めに収穫するよ
うにします。
●採り遅れると、やがて黄～橙色に
変色しはじめ、完熟すると果皮が
破れて、中から赤熟した種衣にく
るまれた種子が露出してきます。
果肉はあまりありませんが、この
種衣も食べて差し支えありませ
んから試してみましょう。

●ニガウリの成熟は、果実の内部（種衣と呼ばれる種子の周辺）から赤
色に変化して、その後果皮が黄色に変化してきます。この現象は、気
温が高いほど果実内部から果皮までの変色が短時間で進行します。
収穫時に果実内部の赤色が判断できないので、高温期は収穫適期
と思っても果実内部は赤色になっている場合が多いので注意します。
●苦味はモモルデシンという成分で、胃の調子をよくしたり食欲増進
する効果が知られています。ビタミンＣも多く含まれますが、加熱し
てもほとんど失われません。沖縄料理である「ゴーヤーチャンプル」
は、ビタミンCを効率よく吸収できる料理です。

［緑のカーテン］　夏につる性植物で日陰を作り、葉の蒸散作用で部
屋の温度を下げる「緑のカーテン」が広まっています。その代表的なも
のが暑さに強いニガ リです。原産が熱帯アジアで、高温多湿の気候
下でもすくすく育ち、下葉が枯れにくいので夏の強い日差しでも日陰
の効果が大きいのが特徴です。

取り遅れの果実

収穫適期の果実

青長系

主な種類 特　長

中長系

短太系

白長系

果長は30～40㎝程度。果皮は濃緑色。
果径は細く、突起は鋭い（または丸い）。

果長は25～30㎝程度。果皮は濃緑色。
果径は中で突起は鋭い。沖縄では最も
多く栽培されている系統。

果長は15～25㎝程度。果皮は緑色や
白色。果径は太く突起は丸い。

果長は50㎝。果皮は白色。　果径は中で
突起は丸い。

［追肥］

追肥は1番果の収穫開始期からはじ
め、10日～2週間ごとに行います。
1回につきチッソ成分で10㎡当た
り20～30gとして速効性の肥料を
与えてください。追肥後に潅水を行
うと、速やかに肥料が溶けて効きが
よくなります。

［潅水］

ニガウリは高温や乾燥に強い作物
ですが、収穫最盛期は気温も高いの
でしおれが続くと生育不良をおこし
果実の肥大が悪くなったり、曲がり
果が多くなるので定期的な潅水を
行いましょう。

ニガウリの生育途中

ニガウリの雄花

ニガウリの色々な品種

ニガウリの雌花

雄花の花粉を
やさしくつける

花弁をとる

つるが支柱の
上端まで届い
たら摘芯する

雌花

雄花

柱頭 雄しべ

孫づる

子づる

まきひげ

雄花 つる先

雌花

果実
1条植えの場合

2条植えの場合

キュウリネット
などを利用

支柱

キュウリネット
などを利用

支柱
孫づるは放任。
つるが込みあ
う時は、適宜
摘みとる

実のつき
が悪い時
は交配を
おこなう

実のつき
が悪い時
は交配を
おこなう

生育中期から、つるが込
み合
生育中期から、つるが込
みあ

親づるは雌花が少ない
ので本葉5～6枚で摘芯、
子づる4～5本をのばす

親づるは雌花が少ない
ので本葉5～6枚で摘芯、
子づる4～5本をのばす

　　　　地這い栽培すると果実が傷むので、ネットによる立体栽培
をするとよいでしょう。整枝については放任栽培も可能ですが、親
づるは本葉5～6枚くらいで摘芯し、子づるを4～5本のばして誘引
します。生育が旺盛になると、つるが込みあって着果が悪くなり収
穫が減少し、曲がり果や淡緑果の発生も多くなります。込みあって
いるつるを摘みとり、光線の入りをよくしてあげましょう。

［誘引］

と

が赤色か

うので充分につるの
間をあけておく

果長は50㎝程度。果皮は白色。果径は
中で突起は丸い。

夏につる性植物で日陰を作り、葉の蒸散作用で部屋の温度を下げ
る「緑のカーテン」が広まっています。その代表的なものが暑さ
に強いニガウリです。原産が熱帯アジアで、高温多湿の気候下で
もすくすく育ち、下葉が枯れにくいので夏の強い日差しでも日陰
の効果が大きいです。プランターで緑のカーテンを作る場合、下
にスノコを敷いて風通しをよくし、地温を下げましょう。
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